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衆議院安全保障委員会ニュース

平成 21.11.17 第 173 回国会第２号

11月 17 日（火）、第２回の委員会が開かれました。

１ 国の安全保障に関する件

・岡田外務大臣、北澤防衛大臣、中井国務大臣（国家公安委員長）、古川内閣府副大臣、武正外務副大臣、三日月国土

交通大臣政務官、楠田防衛大臣政務官及び長島防衛大臣政務官に対し質疑を行いました。

（質疑者及び主な質疑内容）

神 風 英 男君（民主）

・防衛省のトップに就任した北澤防衛大臣の決意を伺いた

い。

・護衛艦「くらま」衝突事案に関して、直後の防衛省の危

機管理対応を北澤防衛大臣に、また、海上交通センター

が提供する船舶の航行に関する情報の法的性格について、

国土交通省に伺いたい。

・核なき世界を実現するためには、まず米国が核の先制不

使用を表明する必要があるとの考えについて、岡田外務

大臣及び北澤防衛大臣の見解を伺いたい。

照 屋 寛 徳君（社民）

・沖縄県で発生したひき逃げ死亡事案（以下「ひき逃げ事

案」という。）について、被疑者である米兵が県警への任

意出頭等を拒否しているとの報道の事実関係を、中井国

家公安委員長に伺いたい。

・ひき逃げ事案に関して、被疑者身柄の起訴前引き渡しの

必要性について、岡田外務大臣及び北澤防衛大臣の見解

を伺いたい。

・ひき逃げ事案は、飲酒運転や証拠隠滅の疑いも強く、悪

質かつ重大な事件と認識しているが、北澤防衛大臣及び

中井国家公安委員長の見解を伺いたい。

下 地 幹 郎君（国民）

・普天間飛行場移設問題は、具体的にいつまでに決断をす

るのか、岡田外務大臣及び北澤防衛大臣の見解を伺いた

い。

・沖縄の米軍基地に係る負担を全国で分担するためには、

米軍飛行場を本土の民間空港へ移転することも検討して

いいのではないのか、岡田外務大臣及び北澤防衛大臣の

見解を伺いたい。

中 谷 元君（自民）

・普天間基地代替施設建設に係る日米間の作業部会（以下

「作業部会」という。）で行われる検証の趣旨について、

オバマ米大統領と鳩山総理大臣との見解が食い違ってい

るようにも思われるが、岡田外務大臣の見解はどうか。

・空軍と海兵隊との文化の違いや基地の運用上の問題等を

理解した上で、普天間飛行場の基地機能を嘉手納飛行場

に統合する案を検討しているのか、岡田外務大臣に伺い

たい。

・インド洋における海上自衛隊の補給支援活動について、

北澤防衛大臣は就任後の記者会見において評価は限定的

である旨述べているが、その趣旨について伺いたい。

新 藤 義 孝君（自民）

・普天間飛行場代替施設の建設場所及びその決定の時期に

関し、岡田外務大臣は具体的にどのような考えを持って

いるか。また、いわゆる嘉手納統合案についてはどう考

えているのか。

・鳩山内閣総理大臣は、作業部会について、これまでの日

米合意を前提としていないと発言しているが、米国と認

識が違うのではないか。また、日米間の発言の食い違い

について米側からの反応はあったのか。

・普天間飛行場移設問題に関し、閣僚間・民主党内で意見

の相違等があると見受けられるが、連立政権内や民主党

内で調整する必要があるのではないのか、岡田外務大臣

の見解を伺いたい。

武 田 良 太君（自民）

・現在の我が国周辺の安全保障環境を踏まえると、米国の

国際的な影響力と軍事力無しで我が国を防衛することは

可能か、岡田外務大臣及び北澤防衛大臣の認識をそれぞ

れ伺いたい。

・鳩山内閣総理大臣が過去に「常時駐留なき安全保障」を

主張していたことについて、岡田外務大臣及び北澤防衛
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大臣はそれぞれどう考えているのか。

・防衛計画の大綱の改定と次期中期防衛力整備計画の策定

を先送りした理由について、北澤防衛大臣に伺いたい。


